
● ● REチップシステムの概要 0▲
◇東京セ ミック社は、あらゆるスローアウエイチッ
プのり壼ユース (再利用 )システムの開発に成功、
本格的な再利用が ます。
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母材 織を強化する東セラの新技術を活用し、
復元化を図ります。

ヽ◇《REチップシステム》は .| ヽ■ロ役 ます。
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世界の首脳が温室効果ガス排出削減で合意
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することを提唱した。
①地球規模での温室効果ガス排出削減目標を定める
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の決定を真剣に検討することが合意され、討議の成果
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いるスローウエイチップの再利用 | 画期的なアイデアで驚愕のコスト

削減至亘能となります。
>REチ ップシステムは、いままで誰も考え付かなかつた内容と
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しています。

>一 度使用したチップは、加工時の熱疲労等ら各種の要因によ
って超硬母材が大きく損傷しまた弱体化しています。この弱体

イヒしたチ ッ¬P″゙′をIN PLATE一 IPX処理を施すことによつて、ナ
ノミクロン の 超硬母材等らの 織が復元化します。もしくはエ

ネルギーの注入方式チェンジすることにより母材組織が新品
のチップより強力になる可能性があります。このことは産学共

同研究で実証されています。
>REチ ップシステムは、日本のトップ企業の要請によつて当社
が開発運用しているのが現状ですか らIN PLATE一 IPX処理
の真価がえられています。
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んありますが、いずれの場合も1ミクロン～2ミクロン程度の膜
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らチップの交換が容易になつているからです。
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する場合はコーティングしてあるチップの方が便利です。
>REチ ップシステム は、東セラの IN PLATE一 IPIXを利用した最
先端コーティ グをリサイクルチップに施しますから新品以上"′

の効果得られます。
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東京セラミックエ具事業部

京土重三22社 I主≧ン2豊」≧ク生豊Ш究亜・二生機械∠一
カFなどと共同研究して、部品加工に大量に使われて
るヽスローアウエイ
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7‐ツプの再利用を可能とする技術の
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開発に成功しました。

REチップシステムの要点

量ップを除くあらゆるチップの再利用できる《REチッ
プ ロン
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>①《REチップ・システム》は1回使用したスローアウエイチップを研
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し、再コーティングして新品以上の効果が得られます。このシステ
ムによリチップの形状変化はありませんから新品チップと同じ条
件で加工ができます。
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>③《REチップ・システム》を前進するためにはチップ種類に応じて
テストを行います。
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